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事 業 名   PTAリーダー及び家庭教育学級関係者研修会 
 
目 的  ＰＴＡで「家庭教育学級」を実施する意義や，その企画・運営方法を学ぶことを目

的とする。そのために家庭教育の学習はＰＴＡ活動の中で本来的な活動であること
を認識してもらい，ＰＴＡでの家庭教育学級の積極的な取り組みの定着を図る。 

 

実施主体  新潟市教育委員会 生涯学習センター 
 

参加対象  学校関係者，保護者  
 
参加者数  第1回：１７４名 第2回：Ｈ25.3.17実施予定 
 

回 数  2回（ただし第１回は同じ内容を８会場計８回実施   

      

日 数  ８日（第1回：７日、第2回：1日）   時 間   ２２時間 

 

場 所  （第１回）生涯学習センター，黒埼市民会館，岩室地区公民館，豊栄地区公民館，白根学
習館，新津地区公民館，亀田市民会館，中地区公民館 
（第２回）東区プラザ（予定） 

 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

5月26日（土） 
5月29日（火） 
5月31日（木） 
6月1日（金） 
6月5日（火） 
6月7日（木） 
6月8日（金） 
 

前半：（講義） 

「PTA とはなにか」「家庭教育学級の必要性」 

 

後半：（グループワーク）  

「家庭教育学級のプログラムを立ててみよう」 

新潟青陵大学 教授 
中野 啓明 様 
（5/26，6/5，6/7） 
旧潟東村教育長 
小野 庸子 様 
（5/31，6/1） 
新潟県子ども会連絡協議会
理事 反町 幸男 様 
（5/29，5/31，6/8） 

内
容
・
方
法 

（前半）PTA活動の中での家庭教育の学習の必要性を学ぶ。 
（後半）前半の講義を踏まえた実習として、実際に各PTAで活用できるプログラム作りをﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

を通じて体験し、家庭教育学級を企画・運営する方法を学ぶ。 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

平成25年3月17日（日） 未定 
恵泉女学園大学大学院 
平和学研究科 教授 
大日向 雅美 様 

内
容
・
方
法 

全市の小・中・特別支援学校関係者及び保護者等を対象に，「家庭教育学級」とは何かを講師から
講演してもらい，「家庭教育学級」について理解を深めてもらう。 

 
成 果  ・市内８区で実施したことにより、其々の地域の方から参加していただけた。 

・他学校との情報交換の機会となった。 
課 題  ・より多くの学校教諭に研修会に参加してもらえるよう働きかけたい。 

・当年度のＰＴＡ役員に参加してもらったが，すでに年間計画は立てられており，実際の
事業に反映されにくい。 

 

 
問合せ先  新潟市教育委員会 生涯学習センター 学習支援係（担当 大場）℡：025-224-2088 
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事 業 名 大畑わんぱくセミナー 
 
 
 
目 的   失敗を恐れずに，さまざまな事に挑戦するたくましい心を育てる。 
 
実施主体   新潟市大畑少年センター 
 

参加対象   小学校３～６年生         参加者数 １９２名 
 

回 数   ８回      日 数  ８日        時 間  １回５時間 

 

場 所   大畑少年センター他 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

４月２８日（土） 
10:00～15:00 

センターまるごと遊んじゃお! 火おこし体験も
あるよ! 

大畑少年センター職員２名 

内容・方法 
・アイスブレイク後，館内をくまなく探険し，火熾し体験を含めたラリーをし

た。昼食は，カートンドッグをつくり，釜場で火を付け温めて食べ，午後は，
クイズラリーとドッヂビーを楽しんだ。 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

５月１９日（土） 
10:00～15:00 

選ぶのはキミだ!ミッション型オリエンテーリ
ング! 

大畑少年センター職員２名 
活動補助者 １名 

内容･方法 
・アイスブレイク後，ミッションをクリアしながら自分たちで計画した昼食の

おかずの買い出しに本町商店街で出かけ，センターに戻ってから班ごとに食
べた。午後は西大畑公園で助け鬼をして汗を流し楽しんだ。 

３ 

期日・時間 テーマ 講師等 
６月９日（土） 
10:00～15:00 

浜焼き＆テント張りに挑戦! 
 

大畑少年センター職員２名 
活動補助者 ２名 

内容･方法 
・徒歩で二葉中前浜に移動し，浜焼とテント張りを体験する予定だったが，雨

天の為，食堂でイカやはたはたの干物を焼いて食べた。テントは体育館に建
て，ドッヂビーや鬼ごっこを楽しんだ。 

 
 
４ 
 
 

期日・時間 テーマ 講師等 
 ７月１４日（土） 

10:00～15:00 
竹の台を作ってそうめん流しを楽しもう! 
 

大畑少年センター職員２名 
活動補助者 ２名 

内容・方法 
・アイスブレイク後，そうめんを茹で一緒に流す具材を調理し中庭に移動。半

分に割った竹の節を抜き，やすりをかけたのち台を組み立て，交替でそうめ
ん流しを楽しんだ。午後は，竹で玩具（よちよち木登り）を作った。 

 
 
５ 
 
 
 

期日・時間 テーマ 講師等 
 ８月２５日（土）

10:00～15:00 
みんなで魚を釣って食べよう! 
 

大畑少年センター職員２名 
活動補助者 ２名 

内容・方法 
・海までの諸注意を聞いたのち，日和山浜へ徒歩で移動。釣り場での諸注意を

聞いてから，釣りを開始した。90分間釣ったのち，昼食。釣りあげた鯵は，
その場で油で揚げ，南蛮漬けや塩コショウで味付けして食べた。 

 
 
６ 
 
 

期日・時間 テーマ 講師等 
９月８日（土） 
10:00～15:00 サンドアート＆海で料理に挑戦! 大畑少年センター職員２名 

活動補助者 ２名 

内容・方法 
・アイスブレイク後昼食用のおにぎりをつくり，二葉中前浜へ徒歩で移動。砂

浜にブロックで釜場を作り，イカとおにぎりを焼いて食べた。午後は，シ 
ャベルやスコップ，プラスチックのカップ等を使ってサンドアート作りを楽
しんだ。 
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７ 
 
 

期日・時間 テーマ 講師等 
１０月２８日（土） 

10:00～15:00 
かぼちゃのランタン作り＆焼き芋パーティ! 
 

大畑少年センター職員２名 
 

内容・方法 
・参加者全員で，中庭にブロックを運んで落ち葉が飛ばないように釜場を作り，
焼き芋を楽しんだ。昼食後，坊ちゃんかぼちゃをカッターとスプーンを使っ
てくりぬき，顔を切りだしてハロウィンのランタンを作った。灯りは，ボタ
ン電池のキャンドルを使った。 

 
８ 
 

期日・時間 テーマ 講師等 
１１月１７日（土） 

10:00～15:00 
忍者になりきれ，大畑逃走中! 
 

大畑少年センター職員３名 
活動補助者 ２名 

内容・方法 
・館内２・３・４階全部を使用し，班ごとにルールを守りミッションをクリア
しながらポイントを獲得していく鬼ごっこを楽しんだ。午前に制限時間30分
のものを実施し，昼食後，制限時間100分のものを実施した。 

 
成 果  ・センター利用が初めての人も気楽に参加でき，その後の継続利用につながった。 

・毎回職員が企画運営することで，参加者の希望や意見を取り入れたプログラム作りが
できた。  

課 題  ・天候により活動が制限されるので，雨天時のプログラムの充実を図りたい。  

 

 

問合せ先 新潟市大畑少年センター （担当:半藤）℡:０２５-２２８-４１００ 
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事 業 名 子ども夏まつり 
 
目 的   テント泊やきもだめし，野外活動等の活動を通して，集団活動をするうえでのきまり 

や人とのかかわり方を学ぶ。 
心に残る楽しい夏の思い出を作る。 

 
実施主体   新潟市大畑少年センター 
 
参加対象   小学校３年生～６年生          参加者数 ５０名 
 
回 数   １回      日 数  ２泊３日       時 間   ４７時間３０分 

 

場 所   新潟市大畑少年センター（新潟市中央区東大畑通２番町３７６番地） 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

８月９日（木） 
13:00～21:30 友達いっぱい! 夏の思い出を作ろう 大畑少年センター職員５名 

活動補助者 ７名 

内
容
・
方
法 

○１日目 
・仲間作りゲーム・係決め:じゃんけんミリオネア・ロープリレー・ペーパータワー等アイスブ

レイクを実施して，班内で顔と名前を覚え，係決めをした。 
・テント設営:自らが泊まるテントを班員が協力して建てた。 
・夕食づくり:様々な食材のカレーを野外で調理し，カレーコンテストを行った。 
・ナイトハイク，銭湯体験:センターの立地を生かし，中心街のナイトハイクや銭湯で一般市民

と共にマナーを守って入浴体験をしたのち，next21の灯りを見ながらテント泊をした。 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

８月１０日（金） 

6:00～21:30 

友達いっぱい! 夏の思い出を作ろう 
大畑少年センター職員５名 
活動補助者 ７名 
救護者 １名 

内
容
・
方
法 

○２日目 
・朝食づくり:釜場でカートンドッグをつくった。 
・海あそび:センターから歩いて二葉中前浜に移動し，海あそびを楽しんだ。 
・夕食づくり:班ごとに焼そばや焼とうもろこし、煮こんにゃくなど全員分つくり，バイキング

方式で皿にとり，屋台メニューを味わった。 
・きもだめし:灯りを消した館内のコースを，謎を解きながら，きもだめしを楽しんだ。職員と

活動補助者がおばけ役になり，子どもたちを驚かせた。 

３ 

期日･時間  テーマ 講師等 

８月１１日（土） 
6:00～11:30 友達いっぱい! 夏の思い出を作ろう 大畑少年センター職員５名 

活動補助者 ７名 
内
容
・
方
法 

○３日目 
・清掃帰宅準備:テント撤去の手順の説明を聞いたのち，班ごとに片付けた。 
・創作活動:素焼きの風鈴に絵付けをして，夏まつりの思い出の作品を作った。 

 
成  果 ・１泊より２泊の宿泊体験の方が密度の濃いかかわりとなり，子どもたちの仲間意識が強

まり，さまざまな場面で協力する姿をみることができた。 
・ナイトハイクや銭湯体験など，普段なかなかできない体験ができたと思う。 

    ・異年齢間交流や他学校児童との交流を深め，目的が達成できた。 
課 題 ・募集定員を上回る参加者を受け入れたため，活動補助者の確保が難しかった。 
     ・自由時間を希望するアンケートの声が多くあり，来年度はより多くの自由時間をプログ

ラムに組み入れたい。 

  

問合せ先 新潟市大畑少年センター（担当:半藤）℡０２５-２２８-４１００ 
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事 業 名    中学生まちづくりフォーラム 
 
 

目 的  市政や地域のまちづくり活動へ、中学生の興味と関心を高めるとともに、地域の
まちづくり活動等への参画を促すことで、中学生の自己肯定感や達成感を高める。 

 

実施主体  上越市教育委員会・上越市地域青少年育成会議協議会 

 

参加対象  市内中学校生徒（各校2～3名程度）   参加者数  50名（延べ200名） 

 

回 数  ４回      日 数   ５日      時 間  30時間 

 

場 所  妙高青少年自然の家、上越市教育プラザ、リージョンプラザ上越コンサートホール 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

2月18日(土) 中学生まちづくりワークショップ冬 上越市教育委員会職員 
地域コーディネーター 

内
容
・
方
法 

・学校の枠を取り払い、男女比を考慮し、５人程度の班を編成 

・「（仮想）上越市立上越中学校」の生徒会役員と仮定して、「地域の元気は中学校か
ら！」をテーマに、今住んでいる地域を「もっと良くしたい」、地域のために「何か
協力したい」、地域に「貢献したい」という意見を出し合い、まとめ、発表する。 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

 
8月2日～3日 
 

中学生まちづくりワークショップ夏 
上越市教育委員会職員 
地域コーディネーター 
上越市職員 

内
容
･
方
法 

・冬のワークショップの時のグループを基本に、「全市的」というもう少し大きな視点で、上越
市が今抱えている課題の解決に向けて、色々な意見を出してもらう。 

・プレゼンテーションソフトを使って、提言をまとめる。 
テーマ: ・マイレールアクション ～鉄道をもっと活用するために～ ・中山間地域の活性化方策  

・上越市を「スポーツ都市」にするには  ・小木直江津航路の利用促進 

３ 

期日・時間 テーマ 講師等 

9月29日 
11月17日 

中学生まちづくりワークショップ秋 
中学生まちづくりフォーラム 

上越市教育委員会職員 
地域コーディネーター 
上越市職員 
上越市長 

内
容
･
方
法 

・夏のワークショップで考えた意見をさらにブラッシュアップし、プレゼンテーション
ソフトで、提言として完成させる。  

・村山市長に対し、テーマごとに各班が提言し、その後、市長との意見交換を行う。 

・「報告書」にまとめ、市役所全体に配布し、周知・共有を図る。 

・フロアの一般市民からも生徒の提言に対する質問や意見、激励なども受け付けた。 
 
成 果 ・参加生徒は、生徒会役員や部活動のリーダーが多く、「ワークショップ」で他校の生徒と

交わり刺激を受けて、その後、地域住民と連携した生徒会活動を行う学校もでてきた。 
・中学校を卒業して高校に行っても、地域のイベントなどに自主的に関わる高校生 

の姿が見られるようになった。 
課 題 ・中学生が日々暮らす場所は、平野部、中山間地域、海岸部、中心市街地等と様々

である。そのため、グループを編成する中学生が、等しくイメージし、話し合え
るテーマの設定が難しい。  

 
問合せ先     上越市教育委員会生涯学習推進課（担当：沢田 繁）℡：025-545-9245 
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事 業 名    親・支援者養成講座 ～子育てこそ生涯学習～ 
 

目 的   家庭教育を学ぶ意欲のある人等を対象に子育て学習の場の提供を図ること及び村上
市内で活動しているグループや関係機関等との連携を図り、子育て中の親が安心して
相談や支援が受けられる環境づくりを目指す。 

 

実施主体   子育て応援グループほっとみるくの会 
 

参加対象   一般               参加者数  延べ３１１名 
 

回 数   １０回     日 数   ９日間      時 間  ２５時間 

 

場 所   村上市教育情報センター 
 
内 容  
 
回 期日･時間  テーマ 講師等 

１ 

7月28日～ 
 9月15日 

子ども 愛着形成の意味と理解 
発達障害 個性と理解について 
若者 思春期～青年期 自己の確立について 

下越教育事務所 
社会教育課長  
里山 政信 様 ほか 

内
容
・
方
法 

講義①「生涯学習と家庭教育」 下越教育事務所社会教育課長 里山政信様 
講義②「幸せの極意」     ほっとみるくの会副会長 山田久美子様 
講義③「自立に向けて子ども時代に大切なもの」 第一高等学院新潟校 高木眞知子様 
講義④「通常学級における特別支援者」 新潟大学教育学部教授 長澤正樹様 
講義⑤「思春期から青年期の自立について」 新潟県立大学教授 石本勝見様 

２ 

期日･時間  テーマ 講師等 

9月29日 サイバー犯罪と現状の危機について 県警察本部サイバー犯罪
対策室 上原 一彦様 

内
容
･
方
法 

講義「子どもたちをサイバー犯罪から守るために」 

３ 

期日・時間 テーマ 講師等 

10月13日～ 
 12月8日 支援 躓き 育ち 癒し 子ども若者こそ大切な未来 

新潟市若者支援センタ
ー「オール」 

近 昭子 様ほか 
内
容
･
方
法 

講義①「若者支援の取り組み」 新潟市若者支援センター「オール」近昭子様・斎藤敦子様 
講義②「傾聴実践とその課題」 新潟市ひきこもり相談支援センター相談員 横瀬功様 
講義③「傾聴実践とその課題２」           〃 
講義④「傾聴実践とその課題３」           〃 
グループワーク・グループ討議 
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成 果   
 
・会のメンバーが次世代育成の重要性や困難を有する子ども・若者の育成支援の必要性に改めて気づく
ことができた。 

・講座終了後、受講者による自発的なグループがいくつか出来、学習テーマを決め、活動を始めていま
す。（グループ間での情報や課題が共有され、ネットワークを形成していくと思います。） 

・この事業を通して、村上市内で活動しているグループや関係機関等の連携、子どもたち子育て中の親
が安心して相談や支援が受けられる環境づくりの下地、地域全体で家庭教育を支える体制の民間側の土
台作りのはじめの一歩が踏み出せた。 

 

課 題   

 

・この講座を受講したメンバーが、地域課題の重要性を共有し、身近な場所で的確に子どもの支援がで
きるような環境や活動できる場が必要になります。そのためには継続して支援者を養成することができ
るか学習機会の提供が必要になりますが、民間レベルでは限界があることから、行政をはじめ関係機関
の協力や、行政と民間の役割分担を明確にしていく必要があります。 

・今回の事業は、地域の課題や住民ニーズ・次世代の抱える問題を自身の感覚て捉えてほしいとの意図
を持ち、公民館や行政職員に協力、参加をお願いしましたが、行政職員の参加はほとんどありませんで
した。また受講者アンケートで「この講座をどこで知ったか？」という質問に対し、全部の回を通して
公民館という言葉はほとんどありませんでした。若い世代・子育て世代と公民館（地域の社会教育の最
前線）との連携が取れていない現状が明らかになりました。 

・村上市では新たな社会教育施設として「村上市生涯学習推進センター」が完成しました。これまで公
民館利用は高齢者層が中心でしたが、今後は、既存の公民館を含め、児童・生徒、子ども・若者、子育
て世代などの利用が増え、いろいろな世代が集うことができる施設、活動できる施設にしていく必要が
あります。 
 
 
 
問合せ先  子育て応援グループ ほっとみるくの会 会長 加藤雅代（自宅：0254-52-1284） 
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